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210Pbex の鉛直分布を調べた結果を Fig.2 に示す。森林表層土壌の鉛直分布特性については、





 水田土壌コアでは、Fig.2(d)(e)のように土壌撹乱により 137Cs 及び 210Pbex 濃度の減少と鉛直方向
の均質化が顕著に見られ、それに付随して Fig.2 (f)のように 137Cs/210Pbex も森林表層より低い値が
Fig1. Location of the study area 
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得られた。特に放棄田表層 0-5cm においては極めて低い値を示した。210Pbex が定常的に大気から
地表へと降下しているのに対し、137Cs は大半が過去の核実験由来であり現在の降下量は減少し
ている。従って、放棄田では表層において 210Pbex の濃度が相対的に高く、137Cs/210Pbex がより低い
値を示したと説明できる。 

























熊木川源流 放棄林 559 ± 11 75 ± 1 14 ± 0
西谷内源流 管理林 490 ± 17 51 ± 2 10 ± 1
西谷内源流 管理林 777 ± 27 73 ± 3 9.5 ± 0.5
熊木川源流付近 水田 159 ± 7 7.5 ± 0.7 4.8 ± 0.5
熊木川源流付近 放棄田 207 ± 6 5.0 ± 0.4 0.0 ± 0.2
西谷内川源流 69 ± 4 4.6 ± 0.3 6.7 ± 0.5
西谷内下流 72 ± 9 5.6 ± 0.5 7.7 ± 1.1
熊木川源流 69 ± 8 4.5 ± 0.7 6.5 ± 1.2
熊木川源流付近 169 ± 12 12 ± 1 7.0 ± 0.8
熊木川上流 226 ± 8 8.5 ± 0.6 3.7 ± 0.3









Table1. Results of bed sediments and surface soils  
f K ki Ri b i
Fig.3. 137Cs/210Pbex activity ratio(×10-2) 
of bed sediments 
Fig.2  Depth profiles of excess Pb-210 and Cs-137 from soil : potencial sources of suspended solids  
(Bq/kg) (Bq/kg) 
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